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【動機】

身近な物質の新しい機能を探りたいとインターネットで調べていく中で、デンプンのりにフノリ
を入れると増粘するという報告に興味を持った。予備実験を行うと、デンプンのりが少量のフノ
リ抽出液で減粘することを発見した。この結果に興味をもち、フノリの効果を詳しく調べること
を本研究の目的とする。

【方法】

フノリと同様に硫酸基をもつ多糖類であるアカモクと硫酸基を持たない寒天をデンプン糊に加え
て粘度の変化を調べる。その他硫酸基をもつドデシル硫酸ナトリウムやポリアクリル酸ナトリウ
ムのデンプンのりへの効果を調べる。デンプンのりとデンプンのりにフノリやアカモクを加えた
もののヨウ素デンプン反応を観察する。

【結果】

アカモクではフノリ同様に少量加えると急激に粘度が低下し、寒天では大きくは減粘しなかった
。ドデシル硫酸ナトリウムでは大きな減粘は見られなかったが、ポリアクリル酸ナトリウムでは
大きな減粘がみられた。デンプンのりもデンプンのりにフノリやアカモクを加えたものもヨウ素
デンプン反応に違いは見られなかった。

【まとめ】

フノリ、アカモクおよびポリアクリル酸ナトリウムなど負電荷をもつ高分子はデンプンのりの粘
度を大きく減少させることを見出した。デンプンのりはフノリやアカモクなどと電荷に基づく何
らかの相互作用をして、デンプンのラセン構造を保ったままのり状態が壊れ、急激に粘度が低下
すると解釈した。

【展望】



本研究の結果の応用として、医療面では少量のフノリやアカモクを加えて高栄養のデンプンのり
を飲み込みやすくし、また鼻からゴム管を通して胃に直接デンプン液を導入できることがあり、
工業的にはのり状態のデンプンをパイプやゴム管を通して輸送しやすくすることがある。
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